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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ辞書情報として記憶されている辞書記
憶手段と、
　見出語が意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶されている類語辞書記憶
手段と、
　検索文字列を指定する指定手段と、
　前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記指定手段により指定された検索文字列に適合
する見出語の前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出し、一覧表示する制御を行う
一覧表示制御手段と、
　この一覧表示制御手段により一覧表示された類語の中から一の類語を選択する類語選択
手段と、
　この類語選択手段により選択された類語に適合する見出語を前記辞書記憶手段に記憶さ
れている辞書情報の中から検索し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情報か
ら読み出して表示する制御を行う説明情報表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする情報表示制御装置。
【請求項２】
　所定の文字順序規則に従った前記類語辞書情報中の見出語の順序を記述した順序情報を
記憶する順序記憶手段を更に備え、
　前記一覧表示制御手段は、
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　前記指定手段により指定された検索文字列に適合する見出語を所定位置に表示し、この
見出語を基準として、前記順序記憶手段に記憶された順序情報に従った順序で、前記類語
辞書情報中の見出語のうちの所定数の見出語を表示する制御を行う類語見出語表示制御手
段と、
　この類語見出語表示制御手段により表示制御された見出語の中からユーザの選択操作に
従って一の見出語を選択する選択手段と、
　を有し、前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記選択手段により選択された見出語の
前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出して一覧表示する制御を行う手段である、
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報表示制御装置。
【請求項３】
　前記選択手段により選択された見出語を第１の見出語とし、前記説明情報表示制御手段
により前記辞書情報から検索された見出語を第２の見出語として対応付けて記憶する蓄積
記憶手段と、
　前記蓄積記憶手段に記憶された、対応づけられている第１の見出語と第２の見出語との
組を一覧表示する制御を行い、選択操作によって選択された組の第２の見出語に対応する
説明情報を前記辞書情報から読み出して表示する制御を行う蓄積見出語選択表示制御手段
と、
　を更に備えることを特徴とする請求項２に記載の情報表示制御装置。
【請求項４】
　前記類語辞書記憶手段は、見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ、当該見出
語の意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶されており、
　前記一覧表示制御手段は、類語とともに、その類語に対応する説明情報の全部又は一部
を前記類語辞書情報から読み出して表示する制御を行う類語説明情報表示制御手段を有す
ることを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の情報表示制御装置。
【請求項５】
　前記一覧表示制御手段は、前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記指定手段により指
定された検索文字列に適合する見出語に近い方の見出語から順に表示する制御を行う表示
順制御手段を有することを特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載の情報表示制御装
置。
【請求項６】
　前記一覧表示制御手段は、一覧表示する類語それぞれについて、当該類語が前記辞書情
報中の見出語となっているか否かを判定し、各類語について、その判定結果に応じた識別
表示を行う制御をする識別表示制御手段を有することを特徴とする請求項１～５の何れか
一項に記載の情報表示制御装置。
【請求項７】
　前記一覧表示制御手段は、前記辞書情報中の見出語となっているか否かを判定すること
により、見出語となっている類語のみを一覧表示する手段であることを特徴とする請求項
１～６の何れか一項に記載の情報表示制御装置。
【請求項８】
　前記説明情報表示制御手段は、読み出した説明情報を第１のサイズの表示領域に表示す
る制御を行う手段であり、
　前記類語選択手段は、
　前記一覧表示制御手段により一覧表示された類語の中から一の候補類語を選択する候補
選択手段と、
　この候補選択手段により選択された候補類語に適合する見出語を前記辞書記憶手段に記
憶されている辞書情報の中から検索し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情
報から読み出して、前記第１のサイズより狭小な第２のサイズの表示領域に表示する制御
を行うプレビュー表示制御手段と、
　を有する、
　ことを特徴とする請求項１～７の何れか一項に記載の情報表示制御装置。
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【請求項９】
　所定の通信回線を介して利用者端末と通信可能に接続されたサーバにおいて、
　見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ辞書情報として記憶されている辞書記
憶手段と、
　見出語が意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶されている類語辞書記憶
手段と、
　前記利用者端末から検索文字列を受信する検索文字列受信手段と、
　前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記検索文字列受信手段により受信された検索文
字列に適合する見出語の前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出し、前記利用者端
末に送信する制御を行う類語送信制御手段と、
　前記利用者端末から一の類語を受信する選択類語受信手段と、
　この選択類語受信手段により受信された類語に適合する見出語を前記辞書記憶手段に記
憶されている辞書情報の中から検索し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情
報から読み出して前記利用者端末に送信する制御を行う説明情報送信制御手段と、
　を備えることを特徴とするサーバ。
【請求項１０】
　コンピュータに、
　見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ辞書情報として記憶する辞書記憶機能
と、
　見出語を意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶する類語辞書記憶機能と
、
　検索文字列を指定する指定機能と、
　前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記指定機能により指定された検索文字列に適合
する見出語の前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出し、一覧表示する制御を行う
一覧表示制御機能と、
　この一覧表示制御機能により一覧表示された類語の中から一の類語を選択する類語選択
機能と、
　この類語選択機能により選択された類語に適合する見出語を前記辞書情報の中から検索
し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情報から読み出して表示する制御を行
う説明情報表示制御機能と、
　を実現させるためのプログラム。
【請求項１１】
　所定の通信回線を介して利用者端末と通信可能に接続されたコンピュータに、
　見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ辞書情報として記憶する辞書記憶機能
と、
　見出語を意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶する類語辞書記憶機能と
、
　前記利用者端末から検索文字列を受信する検索文字列受信機能と、
　前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記検索文字列受信機能により受信された検索文
字列に適合する見出語の前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出し、前記利用者端
末に送信する制御を行う類語送信制御機能と、
　前記利用者端末から一の類語を受信する選択類語受信機能と、
　この選択類語受信機能により受信された類語に適合する見出語を前記辞書情報の中から
検索し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情報から読み出して前記利用者端
末に送信する制御を行う説明情報送信制御機能と、
　を実現させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報表示制御装置、サーバ及びプログラムに関し、例えば折りたたみ式の携
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帯型電子辞書装置に適用して好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、国語辞典、英和辞典、和英辞典といった辞書のデータベース（以下、辞書Ｄ
Ｂと呼ぶ。）が組み込まれた、電子辞書装置（以下、単に「電子辞書」と呼ぶ。）と呼ば
れる情報表示制御装置が知られている。かかる電子辞書の辞書ＤＢにおいては、見出語と
その見出語についての説明情報とが対応付けられて記憶され、電子辞書は、例えばユーザ
による入力操作に応じて、かかる辞書ＤＢから入力文字列に適合する見出語の説明情報を
表示する。
【０００３】
　また、かかる電子辞書の多くは、いわゆるヒストリ機能やジャンプ機能といった様々な
検索機能を備え、ユーザはこれらの検索機能を用いることにより、所望する情報を効率良
く検索し得るようになされている。
【０００４】
　ここに、電子辞書におけるヒストリ機能とは、説明情報を表示する際に用いられた見出
語を時系列順に、いわば履歴状のデータとして蓄積記憶する機能（以下、この蓄積される
データをヒストリと呼ぶ。）や、所定の操作に応じてヒストリを選択し呼び出す（再び説
明情報を表示する）機能等を言う。かかるヒストリ選択操作によれば、蓄積記憶された見
出語を随時手数少なくして呼び出し得るから、ユーザは過去に検索したことのある見出語
の説明情報に対し効率良くアクセスし得る。
【０００５】
　また、電子辞書におけるジャンプ機能とは、見出語に対する説明情報等が表示される際
に、その説明情報中の一部の文字列を指定して、当該指定した文字列（以下、ジャンプ単
語と呼ぶ。）を検索語として再度所定の辞書（以下、ジャンプ先と呼ぶ。）において検索
を行う機能を言う。
【０００６】
　電子辞書には、ＡＡ英和辞典、ＢＢ英和辞典、英語類語辞典、英英辞典、国語辞典及び
国語類語辞典等、複数の辞書の辞書ＤＢ（以下これらを、ＡＡ英和辞典ＤＢ、ＢＢ英和辞
典ＤＢ、英語類語辞典ＤＢ、英英辞典ＤＢ、国語辞典ＤＢ及び国語類語辞典ＤＢ等のよう
に呼ぶ。）を有する機種が存在する。
【０００７】
　英語類語辞典や国語類語辞典といった類語辞書は、類義語の検索を目的とする辞書であ
り、類語辞書の辞書ＤＢ（以下、包括的に類語辞書ＤＢと呼ぶ。）としては、見出語とそ
の見出語に対する類義語を対応付けて構成されるものや、全見出語を語義毎に詳細に分類
（意味分類）して構成されるもの等がある。
【０００８】
　ところで、上述したような、複数の辞書の辞書ＤＢを有する電子辞書において、複数の
辞書ＤＢのうち類語辞書ＤＢが用いられる際、類語辞書としての説明情報がユーザにとっ
て直接必要な情報として参照されるというよりは、類語辞書が単に類語を得るのみの目的
で検索され、その検索に続けて、得られた類語について更に何らかの検索が行われる（例
えば、当該得られた類語が英語である場合、英和辞典において当該類語の説明情報が検索
される）といった、いわば「媒介的に」参照される使用形態が多いと考えられる。
【０００９】
　かかる使用形態としては、例えば、英和辞典の用例を表示している際に、用例文中のあ
る英単語（検索対象語）に似た意味内容の単語とその詳細な説明情報を検索する必要が生
じ、英語類語辞典において、検索対象語の類語の他、その意味内容が比較的近いと思しき
周辺単語を併せて検索する場合（以下、第１の使用形態と呼ぶ。）や、和英辞典の使用中
において、入力文字列（検索対象語）が見出語に適合しないと判り、国語類語辞典におい
て検索対象の類語の他、その意味内容が比較的近いと思しき周辺単語を併せて検索する場
合（以下、第２の使用形態と呼ぶ。）等が考えられる。
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【００１０】
　このような使用形態を考慮すると、複数の辞書ＤＢを有する電子辞書においては、これ
ら複数の辞書ＤＢの間を先述のジャンプ機能により連携使用できれば便利である。そして
実際に、複数の辞書ＤＢを備え、それら複数の辞書ＤＢの間をジャンプ機能により連携使
用し得るように構成された電子辞書に係る技術が既に知られている（例えば、特許文献１
参照）。
【００１１】
【特許文献１】特開２００１－１３４５８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、かかる技術により構成される電子辞書によっても、上述した第１及び第
２の使用形態においては、未だ必要手数が多い感が否めない。
【００１３】
　即ち上述した第１の使用形態においては、まず選択した検索対象語（ジャンプ単語）に
ついて類語辞典へのジャンプを行い、表示される説明情報中の類語群から１つ（選択類語
）を選択し、更に選択類語について英和辞典へのジャンプを行う必要がある。
【００１４】
　また、上述した第２の使用形態においては、入力文字列が和英辞典の見出語に適合しな
いと判った場合、まず国語類語辞典に切替え、国語類語辞典において入力文字列（検索対
象語）の類語を検索して説明情報を表示し、更に当該説明情報上の類語群から１つ（選択
類語）を選択し、選択類語について和英辞典へのジャンプを行う必要がある。
【００１５】
　因みに、特許文献１は、電子辞書の備えるジャンプ機能において、複数ある辞書ＤＢに
対してジャンプ先を予め設定可能とし、又はジャンプする度にジャンプ先の辞書ＤＢを指
定することのできる構成をも開示するものの、かかる構成においては、例えば「ジャンプ
元の辞書が英和辞典の場合は英語類語辞典へジャンプする」等の旨を予め登録設定してお
く手間が求められるから、ジャンプ操作の手数を削減するとは言い難い。
【００１６】
　また、そのように予め登録設定された状態においては、例えばジャンプ単語が英語であ
るか否かについて一切判断されず英語類語辞典へジャンプするようになされている等、ジ
ャンプ先の特定が余りに不適切であるから、この点で使い勝手が良いとは到底言い難い。
【００１７】
　このように、類語辞書を媒介的に使用する場合に、ジャンプ機能を活用しても未だ多く
の手数を要し、使い勝手が充分良いとは言い難いという問題があった。
【００１８】
　本発明は以上の点を考慮してなされたもので、より少ない手数で、入力又は選択された
検索対象語に対し、類語を含めた周辺単語についても併せて検索し得る、より使い勝手の
良い電子辞書を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　かかる課題を解決するため請求項３に記載の情報表示制御装置においては、
　見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ辞書情報として記憶されている辞書記
憶手段と、
　見出語が意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶されている類語辞書記憶
手段と、
　検索文字列を指定する指定手段と、
　前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記指定手段により指定された検索文字列に適合
する見出語の前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出し、一覧表示する制御を行う
一覧表示制御手段と、
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　この一覧表示制御手段により一覧表示された類語の中から一の類語を選択する類語選択
手段と、
　この類語選択手段により選択された類語に適合する見出語を前記辞書記憶手段に記憶さ
れている辞書情報の中から検索し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情報か
ら読み出して表示する制御を行う説明情報表示制御手段と、
　を備えることを特徴としている。
【００２２】
　また、請求項２に記載の情報表示制御装置においては、請求項１に記載の情報表示制御
装置において、
　所定の文字順序規則に従った前記類語辞書情報中の見出語の順序を記述した順序情報を
記憶する順序記憶手段を更に備え、
　前記一覧表示制御手段は、
　前記指定手段により指定された検索文字列に適合する見出語を所定位置に表示し、この
見出語を基準として、前記順序記憶手段に記憶された順序情報に従った順序で、前記類語
辞書情報中の見出語のうちの所定数の見出語を表示する制御を行う類語見出語表示制御手
段と、
　この類語見出語表示制御手段により表示制御された見出語の中からユーザの選択操作に
従って一の見出語を選択する選択手段と、
　を有し、前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記選択手段により選択された見出語の
前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出して一覧表示する制御を行う手段である、
　ことを特徴としている。
【００２３】
　また、請求項３に記載の情報表示制御装置においては、請求項２に記載の情報表示制御
装置において、
　前記選択手段により選択された見出語を第１の見出語とし、前記説明情報表示制御手段
により前記辞書情報から検索された見出語を第２の見出語として対応付けて記憶する蓄積
記憶手段と、
　前記蓄積記憶手段に記憶された、対応づけられている第１の見出語と第２の見出語との
組を一覧表示する制御を行い、選択操作によって選択された組の第２の見出語に対応する
説明情報を前記辞書情報から読み出して表示する制御を行う蓄積見出語選択表示制御手段
と、
　を更に備えることを特徴としている。
【００２４】
　また、請求項４に記載の情報表示制御装置においては、請求項１～３の何れか一項に記
載の情報表示制御装置において、
　前記類語辞書記憶手段は、見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ、当該見出
語の意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶されており、
　前記一覧表示制御手段は、類語とともに、その類語に対応する説明情報の全部又は一部
を前記類語辞書情報から読み出して表示する制御を行う類語説明情報表示制御手段を有す
ることを特徴としている。
【００２５】
　また、請求項５に記載の情報表示制御装置においては、請求項１～４の何れか一項に記
載の情報表示制御装置において、
　前記一覧表示制御手段は、前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記指定手段により指
定された検索文字列に適合する見出語に近い方の見出語から順に表示する制御を行う表示
順制御手段を有することを特徴としている。
【００２６】
　また、請求項６に記載の情報表示制御装置においては、請求項１～５の何れか一項に記
載の情報表示制御装置において、
　前記一覧表示制御手段は、一覧表示する類語それぞれについて、当該類語が前記辞書情
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報中の見出語となっているか否かを判定し、各類語について、その判定結果に応じた識別
表示を行う制御をする識別表示制御手段を有することを特徴としている。
【００２７】
　また、請求項７に記載の情報表示制御装置においては、請求項１～６の何れか一項に記
載の情報表示制御装置において、
　前記一覧表示制御手段は、前記辞書情報中の見出語となっているか否かを判定すること
により、見出語となっている類語のみを一覧表示する手段であることを特徴としている。
【００２８】
　また、請求項８に記載の情報表示制御装置においては、請求項１～７の何れか一項に記
載の情報表示制御装置において、
　前記説明情報表示制御手段は、読み出した説明情報を第１のサイズの表示領域に表示す
る制御を行う手段であり、
　前記類語選択手段は、
　前記一覧表示制御手段により一覧表示された類語の中から一の候補類語を選択する候補
選択手段と、
　この候補選択手段により選択された候補類語に適合する見出語を前記辞書記憶手段に記
憶されている辞書情報の中から検索し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情
報から読み出して、前記第１のサイズより狭小な第２のサイズの表示領域に表示する制御
を行うプレビュー表示制御手段と、
　を有する、
　ことを特徴としている。
【００３０】
　また、請求項９に記載のサーバにおいては、
　所定の通信回線を介して利用者端末と通信可能に接続されたサーバにおいて、
　見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ辞書情報として記憶されている辞書記
憶手段と、
　見出語が意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶されている類語辞書記憶
手段と、
　前記利用者端末から検索文字列を受信する検索文字列受信手段と、
　前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記検索文字列受信手段により受信された検索文
字列に適合する見出語の前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出し、前記利用者端
末に送信する制御を行う類語送信制御手段と、
　前記利用者端末から一の類語を受信する選択類語受信手段と、
　この選択類語受信手段により受信された類語に適合する見出語を前記辞書記憶手段に記
憶されている辞書情報の中から検索し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情
報から読み出して前記利用者端末に送信する制御を行う説明情報送信制御手段と、
　を備えることを特徴としている。
【００３２】
　また、請求項１０に記載のプログラムにおいては、
　コンピュータに、
　見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ辞書情報として記憶する辞書記憶機能
と、
　見出語を意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶する類語辞書記憶機能と
、
　検索文字列を指定する指定機能と、
　前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記指定機能により指定された検索文字列に適合
する見出語の前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出し、一覧表示する制御を行う
一覧表示制御機能と、
　この一覧表示制御機能により一覧表示された類語の中から一の類語を選択する類語選択
機能と、
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　この類語選択機能により選択された類語に適合する見出語を前記辞書情報から検索し、
検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情報から読み出して表示する制御を行う説
明情報表示制御機能と、
　を実現させることを特徴としている。
【００３４】
　また、請求項１１に記載のプログラムにおいては、
　所定の通信回線を介して利用者端末と通信可能に接続されたコンピュータに、
　見出語と当該見出語の説明情報とが対応付けられ辞書情報として記憶する辞書記憶機能
と、
　見出語を意味上の類縁性に従った順で類語辞書情報として記憶する類語辞書記憶機能と
、
　前記利用者端末から検索文字列を受信する検索文字列受信機能と、
　前記類語辞書情報中の見出語のうち、前記検索文字列受信機能により受信された検索文
字列に適合する見出語の前後所定範囲内に有る見出語を類語として抽出し、前記利用者端
末に送信する制御を行う類語送信制御機能と、
　前記利用者端末から一の類語を受信する選択類語受信機能と、
　この選択類語受信機能により受信された類語に適合する見出語を前記辞書情報の中から
検索し、検索した見出語に対応する説明情報を前記辞書情報から読み出して前記利用者端
末に送信する制御を行う説明情報送信制御機能と、
　を実現させることを特徴としている。
【発明の効果】
【００３７】
　また、請求項１に記載の情報表示制御装置及び請求項１０に記載のプログラムによれば
、検索文字列に適合する見出語の前後所定範囲内に有る見出語が一覧表示され、この一覧
表示された類語の中から一の類語を選択させるようになされ、選択された類語に適合する
見出語に対応する説明情報が辞書情報から読み出されて表示される。
　従って、ユーザ自ら検索文字列に対応する類語を類語辞書情報から検索し、更に自ら類
語に対応する説明情報を辞書情報から検索するといった手間をユーザに強いることがない
。
【００４６】
　従って本発明によれば、入力又は選択された検索対象語に対し、類語を含めた周辺単語
についても併せて検索し得る、より使い勝手の良い情報表示制御装置を提供し得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４７】
　以下、図面を参照して本発明を実施するための形態について詳細に説明する。以下にお
いては、本発明を折畳み式の携帯型電子辞書に適用した場合について説明するが、本発明
を適用可能な形態がこれに限定されるものではない。
【００４８】
１．共通的な構成について
　各実施の形態において、携帯型電子辞書には、国語辞典や英和辞典、和英辞典等の各種
辞書データベース（以下、適宜「辞書ＤＢ」と呼ぶ。）が内蔵されている。この辞書ＤＢ
には、見出語に対応付けて、当該見出語を解説・説明する為のテキストデータやテーブル
データ、画像データ、動画データ等の説明情報が記憶される。ユーザは、辞書種別を選択
して検索語を入力することにより、当該検索語の解説・説明等を表示させることができる
。また、ユーザは、ジャンプ機能を利用して、検索語の解説・説明に含まれる文字列等の
解説・説明等を、更に表示させることができる。
【００４９】
１．１ 外観
　図１は、各実施の形態における折畳み式の携帯型電子辞書（以下、単に電子辞書と呼ぶ
。）１の外観を示す図である。
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【００５０】
　図１（ａ）に示すように電子辞書１は、見出語や説明情報等を表示する為のディスプレ
イ３及び入力文字列の入力や検索実行指示を行う為の各種キー群でなる操作部５を備えて
構成されている。ユーザは操作部５のこれら各キーを押下することにより電子辞書１を操
作する。
【００５１】
　図１（ｂ）はこの操作部５を表し、操作部５を構成する各キーにはそれぞれ固有の機能
が割り当てられている。具体的に、操作部５は、電子辞書１の電源オン／オフ状態切替に
用いられる電源ＯＮ／ＯＦＦキー５１、文字入力に用いられる文字入力キー部５２、辞書
の選択に用いられる辞書選択キー部５３、フォーカス移動等に用いられる方向キー部５４
、操作の確定指示等に用いられる「訳／決定」キー（以下、単に決定キーと呼ぶ。）５５
、前回表示した画面等へ戻る場合に用いられる「戻る」キー（以下、戻るキーと呼ぶ。）
５６、ジャンプ機能に用いられるジャンプキー５７、ヒストリ見出語の一覧表示に用いら
れるヒストリキー５８及び本発明の類語検索機能に係る類語検索キー５９を備えて構成さ
れている。
【００５２】
　辞書選択キー部５３は、選択する辞書に対応した複数のキーでなり、例えば、電子辞書
１に内蔵されている辞書ＤＢの辞書種別である「国語辞典」に対応する国語辞典キー５３
１、同様に「ＡＡ英和辞典」に対応するＡＡ英和辞典キー５３２、「ＢＢ英和辞典」に対
応するＢＢ英和辞典キー５３３、「和英辞典」に対応する和英辞典キー５３４及び他の辞
書に対応する幾数かのキーを備えて構成されている。
【００５３】
　また、方向キー部５４は、例えば４方向をそれぞれ示したキーでなり、フォーカス等の
上方向への移動に用いられる上キー５４１及び下方向への移動に用いられる下キー５４２
を備えて構成されている。
【００５４】
１．２　内部構成
　図２は、電子辞書１の内部構成の一例を示す図である。同図に示すように電子辞書１は
、ＣＰＵ（Central Processing Unit ）１１と、バス１２を介して当該ＣＰＵ１１に接続
される入力部１３、表示部１４、ＲＡＭ（Random Access Memory）１５及びフラッシュＲ
ＯＭ（Read Only Memory）１６とを備えて構成される。
【００５５】
　ＣＰＵ１１は、入力される指示に応じて所定のプログラムに基づいた所定の処理を実行
し、各機能部への指示やデータの転送等を行い、電子辞書１を統括的に制御する。具体的
には、ＣＰＵ１１は、入力部１３から入力されるキーの押下信号等に応じてフラッシュＲ
ＯＭ１６に格納されたプログラムを読み出し、当該プログラムに従って処理を実行する。
そして、処理結果をＲＡＭ１５に保存するとともに、当該処理結果を表示する為の表示信
号を表示部１４に出力して、対応する表示情報を表示させる。
【００５６】
　入力部１３は、仮名やアルファベット等の文字入力や機能選択等に必要なキーを備えた
入力装置で構成され、押下されたキーの押下信号等をＣＰＵ１１に出力する。この入力部
１３におけるキー操作により、辞書の指定、入力文字列の入力、見出語の選択、検索実行
指示、ヒストリ表示指示等の入力手段が実現される。尚、この入力部１３は図１の操作部
５に相当する。
【００５７】
　表示部１４は、ＣＰＵ１１から入力される表示信号に基づいて各種画面を表示する表示
装置で構成され、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）やＥＬＤ（Electronic Luminescent
 Display）等で構成される。尚、この表示部１４は図１のディスプレイ３に相当する。
【００５８】
　ＲＡＭ１５は、ＣＰＵ１０が実行する各種処理プログラムや、これらのプログラムの実
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行に係るデータ等を一時的に保持する格納領域を備える。尚、これらの格納領域の詳細に
ついては、後述する各実施の形態において説明する。
【００５９】
　書換え可能な不揮発性メモリでなるフラッシュＲＯＭ１６には、各種初期設定やハード
ウェアの検査、必要なプログラムのロード等を行う為の初期プログラムが格納される。Ｃ
ＰＵ１１は、電子辞書１の電源投入時においてこの初期プログラムを実行することにより
、電子辞書１の動作環境を設定する。
【００６０】
　また、フラッシュＲＯＭ１６には、電子辞書１の動作に係る各種処理プログラムや電子
辞書１の備える種々の機能を実現する為のプログラムやデータ等が格納される。尚、これ
らのプログラムやデータ等の詳細については、後述する各実施の形態において説明する。
【００６１】
２．第１の実施の形態
２．１　構成
　本実施の形態の電子辞書１は、ＲＡＭ１５（図２）として、図３に示すＲＡＭ１５ａを
用いて構成される。同図に示すようにＲＡＭ１５ａは、使用辞書名１５１、類語用検索語
１５２、類語リスト１５３及び選択類語１５４を備えて構成される。
　これら使用辞書名１５１、類語用検索語１５２、類語リスト１５３及び選択類語１５４
はそれぞれ、後述する類語検索処理における使用辞書名、類語用検索語、類語リスト及び
選択類語を格納する領域である。
【００６２】
　また、本実施の形態の電子辞書１は、フラッシュＲＯＭ１６（図２）として、図４に示
すフラッシュＲＯＭ１６ａを用いて構成される。同図に示すようにフラッシュＲＯＭ１６
ａは、ＡＡ英和辞典ＤＢ１６１、ＢＢ英和辞典ＤＢ１６２、英語類語辞典ＤＢ１６３、ヒ
ストリテーブル１６４、類語検索処理プログラム１７１及びヒストリ表示処理プログラム
１６６を備えて構成される。
【００６３】
　ＡＡ英和辞典ＤＢ１６１及びＢＢ英和辞典ＤＢ１６２は、それぞれＡＡ英和辞典及びＢ
Ｂ英和辞典の辞書ＤＢであり、例えば図５（ａ）及び（ｂ）にそのデータ構成例を示すよ
うに、見出語と当該見出語の意味を詳細に説明・解説する説明情報とを対応付けて蓄積し
ている。
【００６４】
　英語類語辞典ＤＢ１６３は、英語類語辞典の辞書ＤＢであり、例えば図６にそのデータ
構成例を示すように、見出語と当該見出語の意味内容及び類語でなる説明情報とを対応付
けて蓄積している。
【００６５】
　ヒストリテーブル１６４は、後述する類語検索処理において説明情報が表示された辞書
ＤＢ上の見出語としての選択見出語と、当該類語検索処理の当初の検索対象であった単語
（類語用検索語）としての元文字列とを格納する為のデータテーブルであり、例えば図７
にそのデータ構成例を示すように、説明情報を表示した順（新しい順）に元文字列と選択
見出語とを対応付けて蓄積している。この場合、ヒストリテーブル１６４における見出語
（ヒストリ見出語）は元文字列とする。
【００６６】
　類語検索処理プログラム１７１及びヒストリ表示処理プログラム１６６は、それぞれ本
実施の形態の類語検索処理及びヒストリ表示処理に係る処理プログラムである。ＣＰＵ１
１は、入力部１３から入力されるキーの押下信号等に応じてこれら処理プログラムをフラ
ッシュＲＯＭ１６ａから読み出し実行する。
　これら処理プログラムを実行することにより実現される処理について、以下に詳述する
。
【００６７】
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　図８は、本実施の形態における類語検索処理に係る電子辞書１のＣＰＵ１１の処理の一
例を示すフローチャートである。この類語検索処理はＣＰＵ１１が類語検索処理プログラ
ム１７１を実行することにより実現される。
【００６８】
　同図に示すようにＣＰＵ１１は、ユーザにより検索対象の辞書ＤＢが選択され（ステッ
プＳ１０１）、入力文字列が入力され（ステップＳ１０２）、方向キー部５４及び決定キ
ー５５への操作を介して見出語が選択されると（ステップＳ１０３）、選択された辞書Ｄ
Ｂから入力文字列に適合する見出語を検索し説明情報や用例を表示する（ステップＳ１０
４）。
【００６９】
　そしてＣＰＵ１１は、ユーザによりジャンプキー５７が押下されると（ステップＳ１０
５：Ｙｅｓ）、ジャンプ処理対象の単語（以下、ジャンプ単語と呼ぶ。）を選択させるモ
ード（以下、ジャンプモードと呼ぶ。）へ移行する。
【００７０】
　このジャンプモードにおいてジャンプ単語が選択され（ステップＳ１０６）、決定キー
５５が押下されると（ステップＳ１０７：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１１は、ジャンプ単語への処
理内容（以下、ジャンプ処理内容と呼ぶ。）を選択項目として表示したウィンドウ（以下
、ジャンプ処理内容選択ウィンドウと呼ぶ。）を表示して、ジャンプ処理内容をユーザに
選択させる（ステップＳ１０８）。
【００７１】
　ここに、ジャンプ処理内容とは、説明情報を求める辞書（以下、ジャンプ先辞書と呼ぶ
。）や検索方式を指す。この場合の検索方式には、直接ジャンプ先辞書を用いる（即ち、
ジャンプ先辞書からジャンプ単語に適合する見出語を検索し、当該見出語に対応する説明
情報の表示等を行う）方式（以下、直接検索と呼ぶ。）のみならず、本実施の形態に特徴
的な方式であって所定の類語辞典を介して検索する類語利用検索がある。以下、この類語
利用検索が選択された場合について、詳細に説明する。
【００７２】
　選択されたジャンプ処理内容が類語利用検索である場合（ステップＳ１０９：Ｙｅｓ）
、ＣＰＵ１１はＲＡＭ１５ａの使用辞書名１５１にジャンプ先辞書の辞書名を、類語用検
索語１５２にジャンプ単語を、それそれ格納する（ステップＳ１１０）。
【００７３】
　次いでＣＰＵ１１は、所定の類語辞書（例えば英語類語辞典ＤＢ１６３）から、類語用
検索語１５２に適合する見出語を検索し（ステップＳ１１１）、検索した見出語に対応す
る説明情報（図６参照。）中から類語を抽出し、これをＲＡＭ１５ａの類語リスト１５３
へ格納する（ステップＳ１１２）。
【００７４】
　次いでＣＰＵ１１は、類語用検索語にフォーカスを設定した状態でこの類語リスト１５
３を表示し（ステップＳ１１３）、ユーザによる類語の選択操作を待ち受ける（以下、こ
の待ち受けを類語選択待ち受けと呼ぶ。）。
【００７５】
　即ち、まずＣＰＵ１１は、フォーカス位置の類語をＲＡＭ１５ａの選択類語１５４へ格
納する（ステップＳ１１４）。
　次いでＣＰＵ１１は、使用辞書名の辞書ＤＢ（例えば、図５（ａ）のＡＡ英和辞典ＤＢ
１６１）から、選択類語１５４に適合する見出語を検索し（ステップＳ１１５）、検索し
た見出語に対応する説明情報をプレビュー表示する（ステップＳ１１６）。
【００７６】
　この場合プレビュー表示とは、例えば図１２に示すプレビューウィンドウＰ１１のよう
な、表示部（例えばディスプレイ３）全体よりは狭小な表示領域（例えば下端側の数行分
程度の領域）への表示を言う。
【００７７】
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　次いでＣＰＵ１１は、決定キー５５が押下されたか否かを判断し（ステップＳ１１７）
、押下されていなければ（ステップＳ１１７：Ｎｏ）上キー５４１又は下キー５４２押下
（以下、かかる押下操作を単に方向キー部５４への操作と呼ぶ。）による類語の選択操作
が行われたか否かを判断し（ステップＳ１１８）、行われていなければ（ステップＳ１１
８：Ｎｏ）ステップＳ１１７へ戻る。即ちＣＰＵ１１は、決定キー５５の押下及び類語の
選択操作を待ち受ける。
【００７８】
　この類語選択待ち受けにおいて類語の選択操作が行われた場合（ステップＳ１１８：Ｙ
ｅｓ）、ＣＰＵ１１は、押下された上キー５４１又は下キー５４２に応じたフォーカス移
動を行い（ステップＳ１１９）、ステップＳ１１４へ戻り、それ以降の各処理を先述同様
に繰り返す。従ってフォーカス移動を行う度に選択類語１５４がフォーカス位置の類語に
置き換わり、新たな選択類語１５４に適合する見出語が使用辞書名１５１の辞書ＤＢから
検索され、検索された見出語に対応する説明情報がプレビュー表示される（ステップＳ１
１４～Ｓ１１６）。
【００７９】
　このように本実施の形態においては、類語の選択操作の度にＣＰＵ１１がステップＳ１
１４～Ｓ１１６のようにフォーカス位置の見出語についての説明情報をプレビュー表示す
ることにより、ユーザが類語の説明情報の一部を参照しながら選択操作を行い得るように
なされている。
【００８０】
　そして、類語選択待ち受けにおいて決定キー５５が押下された場合（ステップＳ１１７
：Ｙｅｓ）、まずＣＰＵ１１は、類語用検索語１５２を元文字列として、選択類語１５４
を選択見出語としてそれぞれ対応付けたレコード（以下、ヒストリレコードと呼ぶ。）を
、ヒストリテーブル１６４（図７）へ追加登録する（ステップＳ１２０）。
【００８１】
　次いでＣＰＵ１１は、選択類語１５４の説明情報を、即ちステップＳ１１６においてプ
レビュー表示していた説明情報を一画面表示し（ステップＳ１２１）、本処理を終了する
。
【００８２】
　このように本実施の形態の類語検索処理においては、ステップＳ１１０～Ｓ１１９のよ
うに、ジャンプ単語に適合する見出語を所定の類語辞書から検索し、検索した見出語に対
応する類語をリストとして一覧表示し、この一覧表示された類語の中から一の類語をユー
ザに選択させるようになされている。
【００８３】
　従って、所定の類語辞書を自ら検索して説明情報を表示させ、更に当該説明情報の表示
についてジャンプ操作を行うといった手間をユーザに強いることがない。
【００８４】
　次に、ヒストリテーブル１６４に蓄積されたヒストリレコードを表示するヒストリ表示
処理について、以下に詳述する。
　図９は、本実施の形態におけるヒストリ表示処理に係る電子辞書１のＣＰＵ１１の処理
の一例を示すフローチャートである。このヒストリ表示処理はＣＰＵ１１がヒストリ表示
処理プログラム１７１を実行することにより実現される。
【００８５】
　ユーザによるヒストリキー５８の押下により本ヒストリ表示処理が開始されると、ＣＰ
Ｕ１１はまず、元文字列と選択見出語とが対応付けられたヒストリレコードをヒストリテ
ーブル１６４から読み出して一覧表示する（ステップＳ１５１）。
【００８６】
　次いでＣＰＵ１１は、一覧表示したヒストリレコードの中から１つのヒストリレコード
をユーザに選択させる（ステップＳ１５１）。以下、このとき選択されたヒストリレコー
ドが図７に示したヒストリテーブル１６４のものである場合について説明する。
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【００８７】
　ユーザがヒストリレコードを選択し決定キー５５を押下すると、ＣＰＵ１１は、選択さ
れたヒストリレコード中の選択見出語について、対応する説明情報を表示し（ステップＳ
１５２）、本処理を終了する。
【００８８】
　このように本実施の形態においては、類語検索処理のステップＳ１２０のように類語用
検索語を元文字列、選択類語を選択見出語として対応付けてヒストリテーブル１６４に追
加登録し、また、ヒストリ表示処理のステップＳ１５３のようにヒストリテーブル１６４
に登録されている選択見出語に対応する説明情報を表示するようになされている。
【００８９】
　従って、以前に類語利用検索した単語について再び当該単語の類語に係る説明情報を得
ようとする際、以前の類語利用検索において選択した類語を思い出し、改めて類語利用検
索する、といった手間や必要をユーザに強いることがない。
【００９０】
２．２　動作
　次に、かかる構成の電子辞書１における、類語検索処理に係る操作例について、ディス
プレイ３に表示される画面の遷移例を示す図１０～図１３を用いて詳細に説明する。
【００９１】
［操作例］
　図１０は、英和辞典での用例表示中にジャンプキー５７を押下してジャンプモードとし
、ジャンプ単語を選択した場合の、電子辞書１のディスプレイ３に表示される画面の一例
を示す図である。この画面においては、ジャンプ単語として選択した「like」に反転表示
Ｆ１１が施されている（図８に示すステップＳ１０５（Ｙｅｓ）→Ｓ１０６に相当）。
【００９２】
　この図１０に示す画面において決定キー５５を押下すると、ジャンプ処理内容を選択す
る為のジャンプ処理内容選択ウィンドウｗ１１が表示され、例えば図１１に示す画面とな
る（図８に示すステップＳ１０７（Ｙｅｓ）→Ｓ１０８に相当）。この画面においては、
選択項目Ｌ１１として上段から「類語英和検索（ＡＡ英和辞典）」、「類語英和検索（Ｂ
Ｂ英和辞典）」、「ＡＡ英和辞典」、「ＢＢ英和辞典」及び「英語類語辞典」が表示され
、このうち「類語英和検索（ＡＡ英和辞典）」及び「類語英和検索（ＢＢ英和辞典）」が
類語利用検索に該当する選択項目である。因みにこれら選択項目の「（ＡＡ英和辞典）」
及び「（ＢＢ英和辞典）」は、後の操作でユーザが選択する類語の説明情報の検索や表示
の際、それぞれＡＡ英和辞典及びＢＢ英和辞典が用いられることを表している。
【００９３】
　そしてこの図１１のように、類語利用検索の１つである「類語英和検索（ＡＡ英和辞典
）」を選択した状態において決定キー５５を押下すると、例えば図１２に示すような、ジ
ャンプ単語の類語が類語リストＬ１２として表示され、選択中の類語がフォーカス表示Ｆ
１２により明示され、更に、選択中の類語の説明情報がプレビューウィンドウＰ１１に表
示（プレビュー表示）された画面となる（図８に示すステップＳ１０９（Ｙｅｓ）→Ｓ１
１０～Ｓ１１９に相当）。
【００９４】
　この画面においては、ジャンプ単語である「like」の類語として「agree 」、「suit」
、「like」、「agreeable 」、・・・が表示されている。また、選択中の類語（選択類語
）としてフォーカス表示された「suit」の説明情報がプレビュー表示されている。
【００９５】
　また、この図１２の画面においては、方向キー部５４への操作を受け付けており、上キ
ー５４１又は下キー５４２の押下に応じてそれぞれ、フォーカス位置が上方又は下方へ移
動する。更にその際、新たにフォーカス表示となった選択類語の説明情報がプレビュー表
示され、このプレビュー表示はフォーカス移動の度に行われる（図８に示すステップＳ１
１８（Ｙｅｓ）→Ｓ１１９→Ｓ１１４→Ｓ１１５→Ｓ１１６に相当）。



(14) JP 4341447 B2 2009.10.7

10

20

30

40

50

【００９６】
　そしてこの図１２のように、類語リストＬ１２から選択類語を選択した状態において決
定キー５５を押下すると、例えば図１３に示すような、選択類語の説明情報が一画面表示
された画面となる（図８に示すステップＳ１１７（Ｙｅｓ）→Ｓ１２０→Ｓ１２１に相当
）。当該説明情報としては、ジャンプ処理内容選択ウィンドウｗ１１（図１１）において
選択した辞書（ジャンプ先辞書）から検索された説明情報が表示される。この画面におい
ては、選択類語である「suit」の、ＡＡ英和辞典による説明情報が一画面表示されている
。
【００９７】
　この操作例のように、本実施の形態の電子辞書１は、ジャンプ単語の類語を自動的に類
語リストとして一覧表示するから、ユーザに対し、所定の類語辞書を自ら検索して説明情
報を表示させ、更に当該説明情報の表示についてジャンプ操作を行うといった手間を強い
ることがない。
【００９８】
　また、本実施の形態の電子辞書１は、類語リストを表示して類語を選択させる際、フォ
ーカス位置の見出語についての説明情報をプレビュー表示するから、ユーザは見出語の説
明情報の一部を参照しながら選択操作を行い得、従って使い勝手が良い。
【００９９】
３．第２の実施の形態
２．１　構成
　本実施の形態の電子辞書１は、ＲＡＭ１５（図２）として、図１４に示すＲＡＭ１５ｂ
を用いて構成される。同図に示すようにＲＡＭ１５ｂは、使用辞書名１５１、類語用検索
語１５２、類語リスト１５３、選択類語１５４及び可能辞書リスト１５５を備えて構成さ
れる。
【０１００】
　使用辞書名１５１、類語用検索語１５２、類語リスト１５３及び選択類語１５４はそれ
ぞれ、第１の実施の形態のものと同一であり、説明を省略する。可能辞書リスト１５５は
、これらと同様に、後述する類語検索処理における可能辞書リストを格納する領域である
。
【０１０１】
　また、本実施の形態の電子辞書１は、フラッシュＲＯＭ１６（図２）として、図１５に
示すフラッシュＲＯＭ１６ｂを用いて構成される。同図に示すようにフラッシュＲＯＭ１
６ｂは、ＡＡ英和辞典ＤＢ１６１、ＢＢ英和辞典ＤＢ１６２、英語類語辞典ＤＢ１６３、
類語検索処理プログラム１７２、国語辞典ＤＢ１６７、国語類語辞典ＤＢ１７３、検索先
辞書判別テーブル１６９、漢和辞典ＤＢ、英英辞典ＤＢ、英独辞典ＤＢ、英仏辞典ＤＢ、
和英辞典ＤＢ、和独辞典ＤＢ及び和仏辞典ＤＢを備えて構成される。
【０１０２】
　ＡＡ英和辞典ＤＢ１６１、ＢＢ英和辞典ＤＢ１６２及び英語類語辞典ＤＢ１６３はそれ
ぞれ、第１の実施の形態のものと同一であり、説明を省略する。
【０１０３】
　国語辞典ＤＢ１６７は国語辞典の辞書ＤＢであり、例えば図１６にそのデータ構成例を
示すように、見出語と当該見出語の意味を詳細に説明・解説する説明情報とを対応付けて
蓄積している。
【０１０４】
　国語類語辞典ＤＢ１７３は、国語類語辞典の辞書ＤＢであり、例えば図１７にそのデー
タ構成例を示すように、見出語と当該見出語の意味内容及び類語でなる説明情報とを対応
付けて蓄積している。
【０１０５】
　検索先辞書判別テーブル１６９は、単語（例えばジャンプ単語）の日本語、英語、・・
・の区別としての種類（以下、単語種類と呼ぶ。）毎に、各辞書ＤＢにおいて検索可能で



(15) JP 4341447 B2 2009.10.7

10

20

30

40

50

あるか否かを記憶しているデータテーブルであり、例えばそのデータ構成例を示すと図１
８の通りとなる。同図に示すように、それぞれの単語種類について、各辞書ＤＢそれぞれ
において検索可能であるかを、例えば、可の場合「○」、不可の場合「×」のように記憶
している。
【０１０６】
　類語検索処理プログラム１７２は、本実施の形態の類語検索処理に係る処理プログラム
である。第１の実施の形態の場合と同様に、ＣＰＵ１１は入力部１３から入力されるキー
の押下信号等に応じて当該処理プログラムをフラッシュＲＯＭ１６から読み出し実行する
ことで、類語検索処理プログラム１７２を実行する。
　この類語検索処理プログラム１７２による類語検索処理について、以下に詳述する。
【０１０７】
　図１９は、本実施の形態における類語検索処理に係る電子辞書１のＣＰＵ１１の処理の
一例を示すフローチャートである。
【０１０８】
　第１の実施の形態の場合と同様にＣＰＵ１１は、ユーザにより検索対象の辞書ＤＢが選
択され（ステップＳ２０１）、入力文字列が入力され（ステップＳ２０２）、見出語が選
択されると（ステップＳ２０３）、選択された辞書ＤＢから入力文字列に適合する見出語
を検索して説明情報や用例を表示し（ステップＳ２０４）、ジャンプキー５７が押下され
ると（ステップＳ２０５：Ｙｅｓ）、ジャンプ単語を選択させるジャンプモードへ移行す
る。
【０１０９】
　ジャンプモードにおいてジャンプ単語が選択され（ステップＳ２０６）、決定キー５５
が押下されると（ステップＳ２０７：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１１はジャンプ処理内容選択ウィ
ンドウを表示してジャンプ処理内容をユーザに選択させる（ステップＳ２０８）。
【０１１０】
　このとき、ジャンプ処理内容選択ウィンドウに表示する選択項目は、第１の実施の形態
と同様に、検索方式が直接検索であるものと類語利用検索であるものとで構成されるが、
本実施の形態の場合、類語利用検索に係る選択項目はジャンプ先辞書の指定を伴わないも
のとなっている。
【０１１１】
　また、ジャンプ処理内容選択ウィンドウに表示する選択項目のうち直接検索に係る選択
項目の表示に際しては、検索先辞書判別テーブル１６９（図１８）を参照することにより
、ジャンプ単語の単語種類に対応する可能検索先辞書のみを項目表示するようになされて
いる。
【０１１２】
　従って本実施の形態の場合、ジャンプモードにおいて、ジャンプ単語が英語の場合に決
定キー５５が押下されると、例えば図２０に示すジャンプ処理内容選択ウィンドウｗ２１
が、一方、ジャンプ単語が日本語の場合に決定キー５５が押下されると、例えば図２３に
示すジャンプ処理内容選択ウィンドウｗ２２が表示される。
【０１１３】
　以下、ジャンプ単語の単語種類を問わず、ジャンプ処理内容として類語利用検索が選択
された場合について詳細に説明する。
【０１１４】
　選択されたジャンプ処理内容が類語利用検索である場合（ステップＳ２０９：Ｙｅｓ）
、ＣＰＵ１１はまず、ＲＡＭ１５ｂの類語用検索語１５２にジャンプ単語を格納する（ス
テップＳ２１０）。因みに先述したように、この段階において、ジャンプ先辞書は未だ指
定されていない。
【０１１５】
　次いでＣＰＵ１１は、所定の類語辞書から、類語用検索語１５２に適合する見出語を検
索する（ステップＳ２１１）。この場合ＣＰＵ１１は、まず検索先辞書判別テーブル１６
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９（図１８）を参照して、類語辞書のうち類語用検索語１５２の単語種類に対応する可能
検索先辞書となっているものを上記の所定の類語辞書として特定する。従って、例えば類
語用検索語１５２が英語の単語であれば英語類語辞典が、日本語の単語であれば国語類語
辞典が、それぞれ上記の所定の類語辞書となる。
【０１１６】
　次いでＣＰＵ１１は、検索した見出語に対応する説明情報（図６及び図１７参照。）中
から類語を抽出し、これをＲＡＭ１５ｂの類語リスト１５３へ格納する（ステップＳ２１
２）。
【０１１７】
　次いでＣＰＵ１１は、類語用検索語にフォーカスを設定した状態で類語リスト１５３を
表示し（ステップＳ２１３）、ユーザによる類語の選択操作を待ち受ける（以下、この待
ち受けを類語選択待ち受けと呼ぶ。）。
【０１１８】
　即ち、まずＣＰＵ１１は、フォーカス位置の見出語をＲＡＭ１５ｂの選択類語１５４へ
格納し（ステップＳ２１４）、決定キー５５の押下及び類語の選択操作を待ち受ける（ス
テップＳ２１５及びＳ２１６）。類語の選択操作が行われた場合（ステップＳ２１６：Ｙ
ｅｓ）、ＣＰＵ１１は、押下された上キー５４１又は下キー５４２に応じたフォーカス移
動を行い（ステップＳ２１７）、ステップＳ２１４へ戻り、それ以降の各処理を先述同様
に繰り返す。従ってフォーカス移動を行う度に選択類語１５４がフォーカス位置の類語に
置き換わる。
【０１１９】
　この類語選択待ち受けにおいて決定キー５５が押下されると（ステップＳ２１５：Ｙｅ
ｓ）、ＣＰＵ１１は、検索先辞書判別テーブル１６９（図１８）を参照することにより、
選択類語１５４の単語種類に対応する可能検索先辞書（検索可能な辞書）のうち類語辞書
を除く全ての可能検索先辞書の辞書名を、ＲＡＭ１５ｂの可能辞書リスト１５５へ格納す
る（ステップＳ２１８）。そして可能辞書リスト１５５中の辞書名に係る辞書のうち選択
類語に適合する見出語を持つものをユーザ選択用に一覧表示する（以下、この一覧表示を
可能辞書一覧と呼ぶ）。
【０１２０】
　即ち、まずＣＰＵ１１は、可能辞書リスト１５５中から最初の辞書を処理対象として選
択する。（ステップＳ２１９）。
【０１２１】
　そして、選択類語１５４が当該辞書の見出語の何れかに適合する場合（ステップＳ２２
０：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１１は、当該辞書の辞書名を表すアイコン及び選択類語でなる項目
行を表示部の可能辞書一覧に追加表示して（ステップＳ２２１）、次の処理（ステップＳ
２２２）へ進む。一方、選択類語が当該辞書の見出語に適合しない場合は（ステップＳ２
２０：Ｎｏ）、何もせず次の処理（ステップＳ２２２）へ進む。
【０１２２】
　次いで、可能辞書リスト１５５中の全辞書に対して処理が終了していなければ（ステッ
プＳ２２２：Ｎｏ）、ＣＰＵ１１は可能辞書リスト１５５中から次の辞書を選択して（ス
テップＳ２２３）、ステップＳ２２０へ戻る。以降、可能辞書リスト１５５中の全辞書に
対してステップＳ２２０～Ｓ２２３の処理が行われる。
【０１２３】
　そして可能辞書リスト１５５中の全辞書に対する処理が終了すると（ステップＳ２２２
：Ｙｅｓ）、このステップＳ２１９～Ｓ２２３により表示した可能辞書一覧を用いて、ユ
ーザによる使用辞書の選択操作を待ち受ける（以下、この待ち受けを使用辞書選択待ち受
けと呼ぶ。）。
【０１２４】
　即ち、まずＣＰＵ１１は、ＲＡＭ１５ｂの使用辞書名１５１にフォーカス位置の辞書名
を格納し（ステップＳ２２４）、続けて決定キー５５の押下及び使用辞書の選択操作を待
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ち受ける（ステップＳ２２５及びＳ２２６）。使用辞書の選択操作（方向キー部５４への
操作）が行われた場合（ステップＳ２２６：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１１はフォーカス移動を行
い（ステップＳ２２７）、ステップＳ２２４へ戻り、それ以降の各処理を先述同様に繰り
返す。従ってフォーカス移動を行う度に使用辞書名１５１がフォーカス位置の辞書名に置
き換わる。
【０１２５】
　そして、この使用辞書選択待ち受けにおいて、決定キー５５が押下された場合（ステッ
プＳ２２５：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１１は、まず辞書名が使用辞書名１５１である辞書ＤＢか
ら、選択類語１５４に適合する見出語を検索し（ステップＳ２２８）、検索した見出語に
対応する説明情報を表示し（ステップＳ２２９）、本処理を終了する。
【０１２６】
　このように本実施の形態の類語検索処理においても、ステップＳ２１０～Ｓ２２７のよ
うに、ジャンプ単語に適合する見出語を所定の類語辞書から検索し、検索した見出語に対
応する類語を一覧表示し、この一覧表示された類語の中から一の類語をユーザに選択させ
るようになされている。
【０１２７】
　従って本実施の形態の電子辞書１も第１の実施の場合と同様に、所定の類語辞書を自ら
検索して説明情報を表示させ、更に当該説明情報の表示についてジャンプ操作を行うとい
った手間をユーザに強いることがない。
【０１２８】
　また、本実施の形態の類語検索処理における、ジャンプ処理内容に係る検索方式として
の類語利用検索は、ジャンプ先辞書の指定を伴わないようになされているから、ジャンプ
処理内容選択ウィンドウに列挙表示すべきジャンプ処理内容の選択項目は、第１の実施の
形態の場合に比べ少ない。従って、本実施の形態の場合、第１の実施の形態の場合に比べ
、ジャンプ処理内容選択ウィンドウの表示をより簡潔に行い得る。
【０１２９】
３．２　動作
　次に、かかる構成の電子辞書１における、類語検索処理に係る操作例について、ディス
プレイ３に表示される画面の遷移例を示す図１０、図１３、図２０～図２２を用いて詳細
に説明する。
【０１３０】
［操作例１］
　第１の実施の形態における操作例と同様に、ジャンプモードにおいてジャンプ単語とし
て英単語を選択した画面は、例えば図１０の通りとなる（図１９に示すステップＳ２０５
（Ｙｅｓ）→Ｓ２０６に相当）。
【０１３１】
　この図１０に示す画面において決定キー５５を押下すると、ジャンプ処理内容選択ウィ
ンドウｗ２１が表示され、例えば図２０に示す画面となる（図１９に示すステップＳ２０
７（Ｙｅｓ）→Ｓ２０８に相当）。この画面においては、選択項目Ｌ２１として上段から
「類語利用検索」、「ＡＡ英和辞典」、「ＢＢ英和辞典」及び「英語類語辞典」が表示さ
れている。
【０１３２】
　そしてこの図２０のように、「類語利用検索」を選択した状態において決定キー５５を
押下すると、例えば図２１に示すような、ジャンプ単語の類語が類語リストＬ２２として
表示され、選択中の類語がフォーカス表示Ｆ２１により明示された画面となる（図１９に
示すステップＳ２０９（Ｙｅｓ）→Ｓ２１７に相当）。
【０１３３】
　この画面においては、ジャンプ単語である「like」の類語として「agree 」、「suit」
、「like」、「agreeable 」、・・・が類語リストＬ２２として表示され、方向キー部５
４への操作に応じてそれぞれ、フォーカス位置が上方又は下方へ移動する（図１９に示す
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ステップＳ２１６（Ｙｅｓ）→Ｓ２１７に相当）。
【０１３４】
　そしてこの図２１のように、類語リストＬ２２から選択類語を選択した状態において決
定キー５５を押下すると、例えば図２２に示すような、辞書名を表すアイコン及び選択類
語でなる複数の項目行が可能辞書一覧Ｌ２３として表示された画面となる（図１９に示す
ステップＳ２１５（Ｙｅｓ）→Ｓ２１８→Ｓ２２７に相当）。この場合、可能辞書一覧Ｌ
２３に表示されている項目行それぞれが、選択類語１５４に適合する見出語を有する辞書
に対応している。
【０１３５】
　この画面においては、選択類語「suit」に適合する見出語を有する辞書であるＡＡ英和
辞典、ＢＢ英和辞典、英英辞典、英仏辞典及び英独辞典にそれぞれ対応するアイコンＩ２
１、Ｉ２２、Ｉ２３、Ｉ２４及びＩ２５が表示され、選択中のＡＡ英和辞典を表す項目行
にフォーカス表示Ｆ２２が施されている。
【０１３６】
　そしてこの図２２のように、可能辞書一覧Ｌ２３から辞書を選択した状態において決定
キー５５を押下すると、例えば図１３に示すような、選択類語１５４の説明情報が表示さ
れた画面となる（図１９に示すステップＳ２２５（Ｙｅｓ）→Ｓ２２８→Ｓ２２９に相当
）。この画面においては、可能辞書一覧Ｌ２３（図２２）から選択したＡＡ英和辞典によ
る選択類語「suit」の説明情報が表示されている。
【０１３７】
［操作例２］
　図２３は、国語辞典での説明情報表示中にジャンプキー５７を押下してジャンプモード
とし、ジャンプ単語を選択した場合の、電子辞書１のディスプレイ３に表示される画面の
一例を示す図である。この画面においては、ジャンプ単語として選択した「価値」の一部
が反転表示されている（図１９に示すステップＳ２０５（Ｙｅｓ）→Ｓ２０６に相当）。
【０１３８】
　この図２３に示す画面において決定キー５５を押下すると、ジャンプ処理内容選択ウィ
ンドウｗ２２が表示され、例えば図２４に示す画面となる（図１９に示すステップＳ２０
７（Ｙｅｓ）→Ｓ２０８に相当）。この画面においては、選択項目Ｌ２４として上段から
「類語利用検索」、「国語辞典」、「和英辞典」、「和独辞典」、「和仏辞典」及び「国
語類語辞典」が表示される。
【０１３９】
　そしてこの図２４のように、「類語利用検索」を選択した状態において決定キー５５を
押下すると、例えば図２５に示すような、ジャンプ単語の類語が類語リストＬ２５として
表示され、選択中の類語がフォーカス表示Ｆ２３により明示された画面となる（図１９に
示すステップＳ２０９（Ｙｅｓ）→Ｓ２１７に相当）。
【０１４０】
　この画面においては、ジャンプ単語である「価値」の類語として「値打ち(ねうち)」、
「バリュー」、「程度(ていど)」及び「value 」が表示されている。この場合、国語類語
辞典ＤＢ１７３（図１７）における「価値」の類語となっていることにより、かかるリス
ト表示となる。
【０１４１】
　そして、方向キー部５４への操作によりフォーカス位置を上方又は下方へ移動させ、こ
の図２５に示すような、類語リストＬ２５から選択類語を選択した状態で決定キー５５を
押下すると、例えば図２６に示すような、辞書名を表すアイコン及び選択類語でなる複数
の項目行が可能辞書一覧Ｌ２６として表示された画面となる（図１９に示すステップＳ２
１５（Ｙｅｓ）→Ｓ２２７に相当）。本実施の形態の操作例１の場合と同様に、可能辞書
一覧Ｌ２３に表示されている項目行それぞれは、選択類語１５４に適合する見出語を有す
る辞書に対応している。
【０１４２】
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　この画面においては、選択類語「程度」に適合する見出語を有する辞書である国語辞典
、和英辞典、和独辞典及び和仏辞典にそれぞれ対応するアイコンＩ２６、Ｉ２７、Ｉ２８
、Ｉ２９及びＩ２ａが表示され、選択中の国語辞典を表す項目行にフォーカス表示Ｆ２４
が施されている。
【０１４３】
　そしてこの図２６のように、可能辞書一覧Ｌ２６から辞書を選択した状態において決定
キー５５を押下すると、例えば図２７に示すような、選択類語１５４の説明情報が表示さ
れた画面となる（図１９に示すステップＳ２２５（Ｙｅｓ）→Ｓ２２８→Ｓ２２９に相当
）。この画面においては、可能辞書一覧Ｌ２３（図２２）から選択した国語辞典による、
選択類語「程度」の説明情報が表示されている。
【０１４４】
　ところで、先の図２５の画面において、選択類語として「value 」を選択した状態で決
定キー５５を押下すると、例えば図２８に示すように可能辞書一覧Ｌ２６が表示された画
面となる（図１９に示すステップＳ２１５（Ｙｅｓ）→Ｓ２２７に相当）。表示されてい
る項目行それぞれは、選択類語「value 」に適合する見出語を有する辞書（ただし類語辞
典を除く。）に対応している。
【０１４５】
　即ち、本実施の形態の類語検索処理によれば、選択類語１５４の単語種類に対応する可
能検索先辞書のうち選択類語１５４に適合する見出語を持つものをユーザ選択用に一覧表
示するから、例えばジャンプ単語と選択類語とで単語種類が異なる場合にも、即ち選択類
語の単語種類の如何に関わらず、選択類語１５４の単語種類に応じた適切な辞書名を常に
リスト表示し得る。
【０１４６】
　かくして、上述の操作例１及び操作例２に示したように、本実施の形態の電子辞書１も
また、ジャンプ単語の類語を自動的に類語リストとして一覧表示するから、ユーザに対し
、所定の類語辞書を自ら検索して説明情報を表示させ、更に当該説明情報の表示について
ジャンプ操作を行うといった手間を強いることがない。
【０１４７】
３．３　変形例
　なお、本実施の形態の類語検索処理においては、ジャンプモードにおいてジャンプ単語
が選択された状態で、まず決定キー５５が押下され、表示したジャンプ処理内容選択ウィ
ンドウにて類語利用検索が選択された場合にステップＳ２１０以降を実行するようにした
が、これに限らず、例えば、ジャンプモードにおいてジャンプ単語が選択された状態で類
語検索キー５９が押下された場合にステップＳ２１０以降を実行するようにしても良い。
【０１４８】
　この場合、例えば図１０のような、ジャンプモードにおいてジャンプ単語が選択された
状態で類語検索キー５９が押下されると、直ちに図２１に示すのような、ジャンプ単語の
類語を選択させる画面（ジャンプ処理内容選択ウィンドウｗ２１）を表示するから、ユー
ザに対して強いる手間をより削減し得る。
【０１４９】
４．第３の実施の形態
４．１　構成
　本実施の形態の電子辞書１は、ＲＡＭ１５（図２）として、図２９に示すＲＡＭ１５ｃ
を用いて構成される。同図に示すようにＲＡＭ１５ｃは、類語用検索語１５２、選択類語
１５４、選択第１見出語１５６、選択第２見出語１５７及び見出語分類番号１５８を備え
て構成される。
【０１５０】
　これら類語用検索語１５２、選択類語１５４、選択第１見出語１５６、選択第２見出語
１５７及び見出語分類番号１５８はそれぞれ、後述する類語検索処理における類語用検索
語、選択類語、選択第１見出語、選択第２見出語及び見出語分類番号を格納する領域であ
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る。
【０１５１】
　また、本実施の形態の電子辞書１は、フラッシュＲＯＭ１６（図２）として、図３０に
示すフラッシュＲＯＭ１６ｃを用いて構成される。同図に示すようにフラッシュＲＯＭ１
６ｃは、和英辞典ＤＢ１６０、国語類語辞典ＤＢ１７４、ヒストリテーブル１６４、類語
検索処理プログラム１７７及びヒストリ表示処理プログラム１６６を備えて構成される。
【０１５２】
　和英辞典ＤＢ１６０は和英辞典の辞書ＤＢであり、例えば図３１にそのデータ構成例を
示すように、見出語と当該見出語の英語表現について説明・解説する説明情報とを対応付
けて蓄積している。
【０１５３】
　国語類語辞典ＤＢ１７４は、見出語がその意味上の類縁性に従った順で集合されて構成
される国語類語辞典の辞書ＤＢであり、この国語類語辞典ＤＢ１７４は更に、分類番号テ
ーブル１７５及び説明情報テーブル１７６を備えて構成される。
　この国語類語辞典ＤＢ１７４においては、各見出し語に対して、当該見出語の意味上の
類縁性に従った順（格納位置）を表す番号が付されて分類されており、以下、当該番号を
分類番号と呼ぶ。
【０１５４】
　国語類語辞典ＤＢ１７４の分類番号テーブル１７５は、例えば図３２（ａ）にそのデー
タ構成例を示すように、５０音順に記憶された日本語の見出語と、当該見出語の分類番号
とを対応付けて蓄積しているデータテーブルである。
【０１５５】
　説明情報テーブル１７６は、例えば図３２（ｂ）にそのデータ構成例を示すように、分
類番号と、当該分類番号を付された見出語（表示見出語）及び当該見出語を説明する説明
情報とを対応付けて蓄積しているデータテーブルである。
【０１５６】
　先述したように、説明情報テーブル１７６には、表示見出語が、その意味上の類縁性に
従った順で格納されている。図３２（ｂ）において、例えば、「無理押し」の前方には「
押し切る」や「押し」が、後方には「横車を押す」や「押し通す」が格納されており、「
無理押し」に近い位置に格納されている見出語ほど、その意味内容が近似するものとなっ
ている。
【０１５７】
　ヒストリテーブル１６４及びヒストリ表示処理プログラム１６６は、それぞれ第１の実
施の形態で説明したものと同一のものであり、その説明を省略する。
【０１５８】
　類語検索処理プログラム１７７は、本実施の形態の類語検索処理に係る処理プログラム
であり、ＣＰＵ１１は、入力部１３から入力されるキーの押下信号等に応じて当該処理プ
ログラムをフラッシュＲＯＭ１６ａから読み出し実行する。この類語検索処理プログラム
１７７を実行することにより実現される処理について、以下に詳述する。
【０１５９】
　図３３は、本実施の形態における類語検索処理に係る電子辞書１のＣＰＵ１１の処理の
一例を示すフローチャートである。この類語検索処理はＣＰＵ１１が類語検索処理プログ
ラム１７７を実行することにより実現される。
【０１６０】
　ユーザにより検索対象の辞書ＤＢ（以下、選択辞書と呼ぶ。）が選択され（ステップＳ
３０１）、入力文字列が入力されると（ステップＳ３０２）、ＣＰＵ１１は選択辞書から
入力文字列に適合する見出語を検索し、適合する見出語以降を一覧表示する。このとき、
入力文字列に適合する見出語にフォーカス位置を設定して表示する。
【０１６１】
　入力文字列が見出語に適合しなくなると（ステップＳ３０３：Ｎｏ）、ＣＰＵ１１は、
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ＲＡＭ１５ｃの類語用検索語１５２に入力文字列を格納して（ステップＳ３０４）次ステ
ップ（ステップＳ３１２）へ進む。
【０１６２】
　一方、入力文字列が見出語に適合している場合は（ステップＳ３０３：Ｙｅｓ）、ＣＰ
Ｕ１１はまず、フォーカス位置の見出語をＲＡＭ１５ｃの選択第１見出語１５６に格納す
る（ステップＳ３０５）。
【０１６３】
　次いでＣＰＵ１１は、類語検索キー５９が押下されたか否かを判断し（ステップＳ３０
６）、押下されていなければ（ステップＳ３０６：Ｎｏ）決定キー５５が押下されたか否
かを判断し（ステップＳ３０７）、押下されていなければ（ステップＳ３０７：Ｎｏ）方
向キー部５４への操作による見出語の選択操作が行われたか否かを判断し（ステップＳ３
０８）、行われていなければ（ステップＳ３０８：Ｎｏ）ステップＳ３０６へ戻る。即ち
ＣＰＵ１１は、類語検索キー５９の押下、決定キー５５の押下及び見出語の選択操作を待
ち受ける（以下、この待ち受けを見出語選択待ち受けと呼ぶ。）。
【０１６４】
　この見出語選択待ち受けにおいて見出語の選択操作が行われた場合（ステップＳ３０８
：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１１はフォーカス移動を行い（ステップＳ３０９）、ステップＳ３０
５へ戻り、それ以降の各処理を先述同様に繰り返す。従ってフォーカス移動を行う度に選
択第１見出語１５６がフォーカス位置の見出語に置き換わる。
【０１６５】
　また、この見出語選択待ち受けにおいて決定キー５５が押下された場合（ステップＳ３
０７：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１１は選択辞書中の選択第１見出語に対応する説明情報を表示し
て（ステップＳ３１０）本処理を終了する。
【０１６６】
　一方、この見出語選択待ち受けにおいて類語検索キー５９が押下された場合（ステップ
Ｓ３０６：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１１は、ＲＡＭ１５ｃの類語用検索語１５２に選択第１見出
語１５６を格納して（ステップＳ３１１）次ステップ（ステップＳ３１２）へ進む。
【０１６７】
　このように、入力文字列が選択辞書の見出語に適合しない場合は自動的に、適合する場
合はユーザの類語検索キー押下により、それぞれ類語用検索語１５２が設定されステップ
Ｓ３１２以降を実行するようになされている。
【０１６８】
　次いでＣＰＵ１１は、類語辞書の辞書ＤＢ（例えば国語類語辞典ＤＢ１７４の分類番号
テーブル１７５）から、類語用検索語１５２に適合する見出語を検索し、適合する見出語
以降を一覧表示し（ステップＳ３１２）、この一覧表示において類語用検索語をフォーカ
ス表示し（ステップＳ３１３）、ユーザによる見出語の選択操作を待ち受ける（以下、こ
の待ち受けを見出語選択待ち受けと呼ぶ）。
【０１６９】
　即ち、まずＣＰＵ１１は、フォーカス位置の見出語をＲＡＭ１５ｃの選択第２見出語１
５７に格納し（ステップＳ３１４）、類語検索キー５９又は決定キー５５が押下されたか
否かを判断し（ステップＳ３１５）、何れも押下されていなければ（ステップＳ３１５：
Ｎｏ）見出語の選択操作が行われたか否かを判断し（ステップＳ３１６）、行われていな
ければ（ステップＳ３１６：Ｎｏ）ステップＳ３１５へ戻る。
【０１７０】
　当該見出語選択待ち受けにおいて見出語の選択操作が行われた場合（ステップＳ３１６
：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１１はフォーカス移動を行い（ステップＳ３１７）、ステップＳ３１
４へ戻り、それ以降の各処理を先述同様に繰り返す。従ってフォーカス移動を行う度に選
択第２見出語１５７がフォーカス位置の見出語に置き換わる。
【０１７１】
　このように、本実施の形態の類語検索処理においては、類語用検索語１５２に適合する
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見出語以降を一覧表示した状態から、更に、方向キー部５４による見出語の選択操作を受
け付けるようになされている。即ちユーザは、入力文字列として所望の単語（例えば「む
りおし」）の先頭の一部分（例えば「むり」。以下、単語先頭と呼ぶ。）のみを入力し、
類語検索キー５９を押下し、類語辞書における当該単語先頭に適合する見出語以降（例え
ば「むり」、「むりおし」、「むりからぬ」、・・・）が一覧表示された後、方向キー部
５４により所望の単語へフォーカス移動するといった操作も可能である。
【０１７２】
　そして、上記の見出語選択待ち受けにおいて類語検索キー５９又は決定キー５５が押下
された場合（ステップＳ３１５：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１１は、選択第２見出語１５７の説明
情報テーブル１７６（図３２（ｂ））における格納位置を取得する。具体的には、選択第
２見出語１５７の分類番号を分類番号テーブル１７５（図３２（ａ））から取得し、これ
をＲＡＭ１５ｃの見出語分類番号１５８へ格納する（ステップＳ３１８）。
【０１７３】
　次いでＣＰＵ１１は、説明情報テーブル１７６を参照し、選択第２見出語１５７を中心
とする前後所定数分の位置に格納された表示見出語と、当該表示見出語の意味内容とを抽
出する（ステップＳ３１９）。この場合具体的には、見出語分類番号１５８を中心とする
前後所定数分の分類番号に係る表示見出語と意味内容とを抽出する。
　そしてまた、これら抽出した表示見出語について、それぞれが選択辞書の見出語に適合
するか（以下、見出語有無と呼ぶ。）を判定する（ステップＳ３２０）。
【０１７４】
　そしてＣＰＵ１１は、上記の抽出した表示見出語を、分類番号が選択第２見出語に近い
順に（即ち説明情報テーブル１７６における格納位置が近い順に）一覧表示する。
この場合、ステップＳ３２０において判定した当該表示見出語の意味内容及び見出語有無
をアイコンで付記表示しながら、この一覧表示を行う（ステップＳ３３０）。従って、こ
の一覧表示における各見出し語には、見出語有無と、類語辞典における説明情報の全部又
は一部とが併せて表示され、後のステップにおいてユーザがこの一覧表示から一の類語を
選択する際、これらの表示が有用な情報となる。例えば、見出語有無の表示によって、ユ
ーザは類語の説明情報を表示させる確定動作を行うまでもなく予め把握し得るから、例え
ば、辞書情報中の見出語となっていない類語の説明情報を表示させようとして無駄な操作
を行うようなことがない。また、意味内容の表示により、ユーザは、類語の類語辞典にお
ける説明情報の全部又は一部を参照して比較等しながら類語リストから類語を選択し得る
。
【０１７５】
　因みに先述したように、本実施の形態の国語類語辞典ＤＢ１７４においては、表示見出
語の説明情報テーブル１７６における格納位置が意味上の類縁性を表しているから、ステ
ップＳ３１９において抽出される選択第２見出語を中心とする前後所定数分の表示見出語
は即ち、選択第２見出語（中心）及びその類語（前後所定数分）である。以下の本実施の
形態においては、これらを併せて選択第２見出語の類語とみなし、ステップＳ３３０にお
いて一覧表示される表示見出語を類語と呼ぶ。
【０１７６】
　次いでＣＰＵ１１は、この類語の一覧表示を用いて、ユーザによる選択操作を待ち受け
る（以下、この待ち受けを類語選択待ち受けと呼ぶ）。
【０１７７】
　即ち、まずＣＰＵ１１は、フォーカス位置の類語をＲＡＭ１５ｃの選択類語１５４に格
納する（ステップＳ３４１）。
　次いでＣＰＵ１１は、選択辞書の辞書ＤＢから、選択類語１５４に適合する見出語を検
索し（ステップＳ３４２）、検索した見出語に対応する説明情報をプレビュー表示する（
ステップＳ３４３）。
【０１７８】
　次いでＣＰＵ１１は、決定キー５５の押下及び類語の選択操作を待ち受ける（ステップ
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Ｓ３４４及びＳ３４５）。類語の選択操作が行われた場合（ステップＳ３４５：Ｙｅｓ）
、ＣＰＵ１１はフォーカス移動を行い（ステップＳ３４６）、ステップＳ３４１へ戻り、
それ以降の各処理を先述同様に繰り返す。従ってフォーカス移動を行う度に選択類語１５
４がフォーカス位置の類語に置き換わり、新たな選択類語１５４に対応する説明情報がプ
レビュー表示される。
【０１７９】
　そして、この類語選択待ち受けにおいて決定キー５５が押下されると（ステップＳ３４
４：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１１は、類語用検索語１５２を元文字列、選択類語１５４を選択見
出語としてそれぞれ対応付けてなるヒストリレコードを、ヒストリテーブル１６４（図７
参照。）へ追加登録する（ステップＳ３４７）。
【０１８０】
　次いでＣＰＵ１１は、選択類語の説明情報でありステップＳ３４３においてプレビュー
表示していた説明情報を一画面表示し（ステップＳ３４８）、本処理を終了する。
【０１８１】
　このように本実施の形態の類語検索処理においても、入力文字列や選択第１見出語に適
合する見出語を所定の類語辞書から検索し、検索した見出語に対応する類語を一覧表示し
、この一覧表示された類語の中から一の類語をユーザに選択させるようになされているか
ら、所定の類語辞書を自ら検索して説明情報を表示させ、更に当該説明情報の表示につい
てジャンプ操作を行うといった手間をユーザに強いることがない。
【０１８２】
４．２　動作
　次に、かかる構成の電子辞書１における操作例について、ディスプレイ３に表示される
画面の遷移例を示す各図を用いて詳細に説明する。
【０１８３】
［操作例１］類語検索処理
　まず、本実施の形態の電子辞書１の類語検索処理に係る操作例について、図３４～図３
７を用いて説明する。
【０１８４】
　図３４は、辞書選択キー部５３の一のキーを押下して一の辞書を選択し、検索したい入
力文字列を入力する場合の、電子辞書１のディスプレイ３に表示される画面の一例を示す
図である（図３３に示すステップＳ３０１→Ｓ３０２に相当）。
【０１８５】
　この画面においては、和英辞典が選択された後の入力文字列Ｂ３１である「むりおし」
と、和英辞典における「むり」以降の見出語である「むり」「むりかい」「むりし」、・
・・とが表示されている。この場合、入力文字列「むりおし」が和英辞典の何れの見出語
にも適合していない状態を表している。因みに、入力文字列「むりおし」の入力過程にお
ける「むりお」にて和英辞典の見出語に適合しなくなった為、「むり」にフォーカスＦ３
１が施された表示となっている。
【０１８６】
　この図３４のように、選択辞書における何れの見出語にも適合しない入力文字列を入力
すると、例えば図３５に示すような、選択第２見出語を選択する為の画面が自動的に表示
される（図３３に示すステップＳ３０３（Ｎｏ）→Ｓ３０４→Ｓ３１２～Ｓ３１７に相当
）。当該画面には、類語辞書の辞書ＤＢの、昇順（例えば見出語の５０音順）に構成され
た見出語のうち入力文字列に適合する見出語Ｂ３２以降が表示され、入力文字列に適合す
る見出語にフォーカスＦ３２が設定された状態で表示されている。
【０１８７】
　この画面においては、入力文字列である「むりおし」に適合する見出語以降が、「むり
おし」にフォーカスＦ３２が設定された状態で表示されている。
【０１８８】
　そしてこの図３５のように、選択第２見出語を選択した状態において類語検索キー５９
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又は決定キー５５を押下すると、例えば図３６に示すような、選択第２見出語の類語から
一を選択する為の画面が表示される（図３３に示すステップＳ３１５（Ｙｅｓ）→Ｓ３１
８～Ｓ３２０→Ｓ３３０→Ｓ３４１～Ｓ３４６に相当）。
【０１８９】
　当該画面には、選択第２見出語の類語でなる類語リストＬ３１が表示され、選択中の類
語にフォーカス表示Ｆ３３が施され、更に、選択中の類語の説明情報のプレビュー表示Ｐ
３１がなされる。この類語リストＬ３１に表示される各類語には、当該類語に適合する見
出語を選択辞書が有しているか否かを表すアイコンが付記表示される。また、類語リスト
Ｌ３１に表示される各類語の並びは、説明情報テーブル１７６における格納位置が選択第
２見出語に近い順となる。
【０１９０】
　この画面においては、選択第２見出語「むりおし」の類語が類語リストＬ３１として、
「無理押し（むりおし）」、「押し切る（おしきる）」、「横車を押す（よこぐるまをお
す）」、・・・のように、説明情報テーブル１７６における格納位置が選択第２見出語「
むりおし」に近い順に表示されている。そして選択中の「押し切る（おしきる）」にフォ
ーカス表示Ｆ３３が施されると共にその説明情報のプレビュー表示Ｐ３１がなされている
。また、類語リストＬ３１の各類語には、適合する見出語を和英辞典が有しているか否か
を示す「［×］」状のアイコンＩ３１又は「［和英］」状のアイコンＩ３２が付されてい
る。
【０１９１】
　そしてこの図３６のように、類語の１つ（選択類語）を選択した状態において決定キー
５５を押下すると、例えば図３７に示すような、選択類語の説明情報が表示される（図３
３に示すステップＳ３４４（Ｙｅｓ）→Ｓ３４７→Ｓ３４８に相当）。この画面において
は、選択類語である「押し切る（おしきる）」の、和英辞典による説明情報が表示されて
いる。
【０１９２】
　かくして、この操作例に示したように、本実施の形態の電子辞書１もまた、入力文字列
等の類語を自動的に類語リストとして一覧表示して一の類語をユーザに選択させるから、
ユーザに対し、所定の類語辞書を自ら検索して説明情報を表示させ、更に当該説明情報の
表示についてジャンプ操作を行うといった手間を強いることがない。
　また、類語の選択の度にフォーカス位置の見出語についての説明情報がプレビュー表示
されるから、ユーザは類語の説明情報の一部を参照しながら選択操作を行い得、この点で
も使い勝手が良い。
【０１９３】
［操作例２］ヒストリ表示処理
　次に、本実施の形態の電子辞書１におけるヒストリ表示処理に係る操作例について、デ
ィスプレイ３に表示される画面の遷移例を示す図３８及び図３９を用いて説明する。
【０１９４】
　図３８は、和英辞典を選択した後にヒストリキー５８を押下した場合の、電子辞書１の
ディスプレイ３に表示される画面の一例を示す図である。ヒストリレコードが、新しく登
録された順に上段から並べて表示され、このうち選択中のヒストリレコードにフォーカス
表示Ｆ３４が施されている（図９に示すステップＳ１５１→Ｓ１５２に相当）。
【０１９５】
　この画面においては、ヒストリレコードとして上段から「ほねばった［骨張った」」、
「むりおし［無理押し］⇒おしきる［押し切る］」、「てをつくす［手を尽くす］⇒じん
りょく［尽力］」、・・・が並べて表示され、選択中のヒストリレコードに対応する「む
りおし［無理押し］⇒おしきる［押し切る］」にフォーカス表示Ｆ３４が施されている。
因みに当該ヒストリレコードは、本実施の形態の類語検索処理に係るヒストリレコードに
該当し、「むりおし」を元文字列、「おしきる」を選択見出語とするヒストリレコードと
してヒストリテーブル１６４（図７参照。）に蓄積されている。
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【０１９６】
　そしてこの図３８のように、本実施の形態の類語検索処理に係るヒストリレコードを選
択した状態において決定キー５５を押下すると、例えば図３９に示すような、和英辞典に
おける当該ヒストリレコードの選択見出語の説明情報が表示される（図９に示すステップ
Ｓ１５３に相当）。
【０１９７】
　かくして、この操作例２に示したように本実施の形態の電子辞書１は、類語検索処理に
係るヒストリレコードについては選択見出語のみならず元文字列をも表示し、これを選択
させて説明情報を表示し得るから、以前に類語利用検索した単語について再び当該単語の
類語に係る説明情報を得ようとする際、以前の類語利用検索において選択した類語を思い
出し、改めて類語利用検索する、といった手間や必要をユーザに強いることがない。
【０１９８】
４．３　変形例
　第３の実施の形態の類語検索処理のステップＳ３３０においては、ステップＳ３２０に
て判定した各表示見出語の見出語有無をアイコンで付記表示しながら表示見出語を一覧表
示するようにした。しかし、これを選択辞書の見出語にある表示見出語のみを一覧表示す
るようにしても良い。
　図４０にこの場合の類語検索処理のフローチャートを示す。
【０１９９】
　図３３の類語検索処理との違いは、図３３のステップＳ３３０がステップＳ３３１に置
き換わっている点のみである。従ってこのステップＳ３３１についてのみ説明する。
【０２００】
　ステップＳ３３１において、ＣＰＵ１１は、先のステップＳ３１９において抽出した表
示見出語を、分類番号が選択第２見出語に近い順に一覧表示する。
　この場合、先のステップＳ３２０において判定した各表示見出語についての見出語有無
に基づき、選択辞書の見出語にある表示見出語のみを表示するようにして、この一覧表示
を行う。
【０２０１】
［操作例３］
　次に、この場合の類語検索処理に係る操作例について、ディスプレイ３に表示される画
面の遷移例を示す図４１～図４４を参照して以下に詳述する。
【０２０２】
　図４１は、辞書選択キー部５３の一のキーを押下して一の辞書を選択し、検索したい入
力文字列を入力する場合の画面の一例を示す図である（図４０に示すステップＳ３０１→
Ｓ３０２に相当）。
【０２０３】
　この画面においては、和英辞典が選択された後の入力文字列Ｂ３３である「てをつくす
」と、和英辞典における「てわたす」以降の見出語である「てわたす」「テン」、・・・
とが表示されているが、入力文字列は和英辞典の何れの見出語にも適合していない。「て
を」にて和英辞典の見出語に適合しなくなった為、「てわたす」にフォーカスＦ３５が施
された表示となっている。
【０２０４】
　そしてこの図４１のような場合、自動的に、例えば図４２に示すような、選択第２見出
語を選択する為の画面が表示される（図４０に示すステップＳ３０３（Ｎｏ）→Ｓ３０４
→Ｓ３１２～Ｓ３１７に相当）。この画面においては、入力文字列Ｂ３４の「てをつくす
」に適合する見出語以降が表示され、「てをつくす」にフォーカスＦ３６が設定された状
態で表示されている。
【０２０５】
　そしてこの図４２のような場合に類語検索キー５９又は決定キー５５を押下すると、例
えば図４３に示すような、選択第２見出語の類語から一を選択する為の画面が表示される
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（図４０に示すステップＳ３１５（Ｙｅｓ）→Ｓ３１８～Ｓ３２０→Ｓ３３１→Ｓ３４１
～Ｓ３４６に相当）。
【０２０６】
　当該画面には、選択第２見出語の類語リストＬ３２が表示される。しかしこの場合、こ
の類語リストＬ３２に表示される各類語は、何れも当該類語に適合する見出語を選択辞書
が有している類語となっている。即ち、第３の実施の形態の第１操作例にて、類語のうち
当該類語に適合する見出語を和英辞典が有していない旨のアイコンＩ３１を付記表示すべ
き類語については、何れも除外されてリスト表示されている。
【０２０７】
　この画面においては、選択第２見出語「てをつくす」の類語が「尽くす（つくす）」、
「尽力（じんりょく）」、「奮闘（ふんとう）」、・・・のように、説明情報テーブル１
７６における格納位置が選択第２見出語「てをつくす」に近い順に表示されているが、こ
の類語リストにある類語は何れも当該類語に適合する見出語を和英辞典が有しているもの
ばかりである。即ち、例えば、類語のうち当該類語に適合する見出語を和英辞典が有して
いない「手を尽くす（てをつくす）」や「尽瘁（じんすい）」が除かれて表示されている
。
【０２０８】
　因みに第３の実施の形態の第１操作例の場合と同様に、選択中の「尽力（じんりょく）
」には、フォーカス表示Ｆ３７が施されると共にその説明情報のプレビュー表示Ｐ３２が
なされている。
【０２０９】
　そしてこの図４３のように、類語の１つ（選択類語）を選択した状態において決定キー
５５を押下すると、例えば図４４に示すような、選択類語の説明情報が表示される（図３
３に示すステップＳ３４４（Ｙｅｓ）→Ｓ３４７→Ｓ３４８に相当）。
【０２１０】
　この場合、選択第２見出語の類語リストとして表示される各類語は、何れも当該類語に
適合する見出語が和英辞典に存在し、従ってどの一の類語を選択しても当該類語の説明情
報を和英辞典によって得られることが保証される。
　従って例えば、和英辞典の見出語となっていない類語の説明情報を表示させようとする
ような無駄な誤操作は決して起こりえない。この点で使い勝手が良い。
　また、説明情報の表示という目的にとって有効でない類語の表示を省略して、限られた
表示領域をより有効に利用するから、ディスプレイ３に表示する情報の密度をより高め得
る。
【０２１１】
５．他の実施の形態
５．１　情報表示制御装置の変形例
　上述した各実施の形態では、電子辞典、電子事典などを含む電子辞書を適用例として説
明したが、本発明の情報表示制御装置は、このような製品に限定されるものではなく、携
帯電話、パソコン、電子時計、ＰＤＡ（Personal Digital Assistants ）などの電子機器
全般に適用可能である。
【０２１２】
５．２　電子辞書システム
　上述した各実施の形態では電子辞書１を、単体で動作する所謂スタンドアローン型の装
置として説明した。しかし、本発明が適用可能な装置はこれに限られるものではない。通
信装置を内蔵或いは接続可能に構成し、サーバと通信することによって本発明に係る装置
を実現することも可能である。図面を参照して具体的に説明する。
【０２１３】
　図４５は、通信装置を内蔵した電子辞書端末１００と、サーバ２００とが通信回線Ｎを
介して通信可能に接続されたシステム構成の概略例を示す図である。サーバ２００は、例
えば汎用のワークステーションやサーバ用コンピュータ等によって構成されるものであり
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、電子辞書端末１００は、携帯電話機や、通信装置を内蔵したパソコン、通信装置を内蔵
した電子辞書等により構成されるものである。通信回線Ｎは、有線／無線の電話網やイン
ターネット網等である。
【０２１４】
　図４５において、上述した実施の形態の電子辞書１の主要機能を有する機能ブロックを
太線で示した。電子辞書１のＣＰＵ１１が実行する類語検索処理やヒストリ表示処理等は
サーバ２００のＣＰＵ２０２が実行する。また電子辞書１のフラッシュＲＯＭ１６が記憶
する各辞書の辞書ＤＢや類語検索処理プログラム等はサーバ２００の、ハードディスク等
から構成される記憶部２１４が記憶する。また、類語検索処理やヒストリ表示処理等の実
行に伴うデータはサーバ２００のＲＡＭ２１２が記憶する。
【０２１５】
　一方、電子辞書１の入力部１３及び表示部１４はそれぞれ、電子辞書端末１００の入力
部１０４及び表示部１０６に相当する。
【０２１６】
　即ち、サーバ２００がホスト（或いはサーバ）、電子辞書端末１００が端末（或いはク
ライアント）に相当するホスト・端末のシステム（或いはクライアント／サーバ型のシス
テム）を形成する。そして、電子辞書端末１００の入力部１０４から入力された入力文字
列等が通信装置１０８を介してサーバ２００に送信され、サーバ２００のＣＰＵ２０２が
記憶部２１４に記憶された各種データ及び各種プログラムに従って類語検索処理やヒスト
リ表示処理等を実行し、処理結果を通信装置２０８を通じて電子辞書端末１００に送信し
て表示部１０６に表示させる。このように、サーバ２００及び電子辞書端末１００から構
成されるシステムで、本発明を実現することも可能である。この場合、電子辞書端末１０
０においては、各辞書の辞書ＤＢや類語検索処理プログラム等を記憶しておく必要がなく
、また類語検索処理やヒストリ表示処理等を実行する必要もない。このため、演算処理能
力が比較的低いＣＰＵ１０２や、記憶容量等が比較的小さいＲＯＭ１１０等を具備する電
子辞書端末１００（例えば携帯電話）であってもよい。
【０２１７】
　より具体的に、図８を用いて以下に説明する。
　類語利用検索に係るユーザ操作に応じて電子辞書端末１００（図４５）のＣＰＵ１０２
は、検索文字列及び当該検索文字列に係る類語利用検索の実行要求をサーバ２００へ送信
する。
【０２１８】
　当該実行要求は通信回線Ｎを介してサーバ２００へ送信され、これを受信したサーバ２
００のＣＰＵ２０２は、記憶部２１４に格納される、例えば類語検索処理プログラム１７
１（図８参照。）を実行することにより、入力文字列の類語でなる類語リストを電子辞書
端末１００へ送信する（ステップＳ１１０～Ｓ１１３）。かくして類語リストが電子辞書
端末１００の表示部１０６に表示される（例えば図１２参照）。
【０２１９】
　そして電子辞書端末１００のＣＰＵ１０２は、ユーザによる入力部１０４を介した類語
選択の操作に応じて入力内容をサーバ２００へ送信し、サーバ２００のＣＰＵ２０２は入
力内容の受信の都度、フォーカス移動やプレビュー表示（この場合電子辞書端末１００へ
の説明情報の送信）の処理を行う（ステップＳ１１４～Ｓ１１９）。かくしてサーバ２０
０の類語選択機能や説明情報表示制御機能が、通信回線Ｎを介して電子辞書端末１００へ
提供される。
【０２２０】
　そして電子辞書端末１００において確定操作の入力（決定キー押下等）がなされると、
これに応じてサーバ２００のＣＰＵ２０２は、検索対象語（入力文字列等）及び選択類語
でなるヒストリレコードを記憶部２１４のヒストリテーブル（図７参照。）に追加登録し
、説明情報を電子辞書端末１００へ送信する（ステップＳ１２０、Ｓ１２１）。
【０２２１】
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　このように、かかる電子辞書システムによれば、各辞書の辞書ＤＢや類語検索処理プロ
グラム等を記憶せず、また類語検索処理やヒストリ表示処理等を実行しない電子辞書端末
１００においても、類語検索処理やヒストリ表示処理を利用し得る。従って、演算処理能
力が比較的低いＣＰＵ１０２や、記憶容量等が比較的小さいＲＯＭ１１０等を具備する電
子辞書端末１００（例えば携帯電話）によって構成することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【０２２２】
【図１】本発明の電子辞書の外観を示す略線的斜視図及び操作部を抜粋して示す略線図で
ある。
【図２】電子辞書の内部構成を示すブロック図である。
【図３】第１の実施の形態におけるＲＡＭの構成を示す図である。
【図４】第１の実施の形態におけるＲＯＭの構成を示す図である。
【図５】英和辞典ＤＢの構成を示す図である。
【図６】英語類語辞典ＤＢの構成を示す図である。
【図７】ヒストリテーブルの構成を示す図である。
【図８】第１の実施の形態の類語検索処理を示すフローチャートである。
【図９】ヒストリ表示処理を示すフローチャートである。
【図１０】第１の実施の形態の操作例における表示部を示す図である。
【図１１】第１の実施の形態の操作例における表示部を示す図である。
【図１２】第１の実施の形態の操作例における表示部を示す図である。
【図１３】第１の実施の形態の操作例における表示部を示す図である。
【図１４】第２の実施の形態におけるＲＡＭの構成を示す図である。
【図１５】第２の実施の形態におけるＲＯＭの構成を示す図である。
【図１６】国語辞典ＤＢの構成を示す図である。
【図１７】第２の実施の形態における国語類語辞典ＤＢの構成を示す図である。
【図１８】検索先辞書判別テーブルの構成を示す図である。
【図１９】第２の実施の形態の類語検索処理を示すフローチャートである。
【図２０】第２の実施の形態の操作例１における表示部を示す図である。
【図２１】第２の実施の形態の操作例１における表示部を示す図である。
【図２２】第２の実施の形態の操作例１における表示部を示す図である。
【図２３】第２の実施の形態の操作例２における表示部を示す図である。
【図２４】第２の実施の形態の操作例２における表示部を示す図である。
【図２５】第２の実施の形態の操作例２における表示部を示す図である。
【図２６】第２の実施の形態の操作例２における表示部を示す図である。
【図２７】第２の実施の形態の操作例２における表示部を示す図である。
【図２８】第２の実施の形態の操作例２における表示部を示す図である。
【図２９】第３の実施の形態におけるＲＡＭの構成を示す図である。
【図３０】第３の実施の形態におけるＲＯＭの構成を示す図である。
【図３１】和英辞典ＤＢの構成を示す図である。
【図３２】第３の実施の形態における国語類語辞典ＤＢの構成を示す図である。
【図３３】第３の実施の形態の類語検索処理を示すフローチャートである。
【図３４】第３の実施の形態の操作例１における表示部を示す図である。
【図３５】第３の実施の形態の操作例１における表示部を示す図である。
【図３６】第３の実施の形態の操作例１における表示部を示す図である。
【図３７】第３の実施の形態の操作例１における表示部を示す図である。
【図３８】第３の実施の形態の操作例２における表示部を示す図である。
【図３９】第３の実施の形態の操作例２における表示部を示す図である。
【図４０】類語検索処理の変形例を示すフローチャートである。
【図４１】変形例の操作例における表示部を示す図である。
【図４２】変形例の操作例における表示部を示す図である。
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【図４３】変形例の操作例における表示部を示す図である。
【図４４】変形例の操作例における表示部を示す図である。
【図４５】他の実施の形態における電子辞書システムの構成例を示す図である。
【符号の説明】
【０２２３】
１　電子辞書
１１　ＣＰＵ
１６１　ＡＡ英和辞典ＤＢ
１６３　英語類語辞典ＤＢ
１６４　ヒストリテーブル
１６７　国語辞典ＤＢ
１７３　国語類語辞典ＤＢ
１６０　和英辞典ＤＢ
１７５　分類番号テーブル
１７６　説明情報テーブル
１７１、１７２、１７７　類語検索処理プログラム
１６６　ヒストリ表示処理プログラム
２００　サーバ
　２０２　ＣＰＵ
　２０８　通信装置
　２１４　記憶部

【図１】 【図２】
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